
日

4月のクリーンデーは10日 (第 2日曜日)午前9:00から行います。
皆 さまのご協力をよろしくおねがいいたします。 (下嚇3の場(創ょ 17日 となりま魂 )

クリーンデ■集合場所と
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覧 4月クリーンデーのお知らせ
第 363回 令和 4年 3月 1日

自治会法人 東林間自治会
会  長 田村 久司
環境部長 斉藤 真也

*_[塩1蛛 酵:也と醐
(上颯慧司8‐4)

*東林ふれあいの森

(_L窪鰐18-m)

*第44箪劃

Gて本補詞441)

*三角公園

錬林欄 5‐7)

*第 3公園
(東林間 3‐ 13)

*林間公園と緑道

(東林間 1‐ 22)

*松蔭公園
(東林間 1-5)

*第 2公園と水道路
(東林間 2-11)

*第 5公園
(東林間 3-17)

東7区、東8区、東91ス 東10区、東 12‐1区 東 12‐2区 東13区の方
C旦当役員 :鈴木・白石・定0

西1区、西2区、西3区、西4‐ 1、 西4…21ス 西11区、西12区
西15R西 31区、南2区 南3… 1、 3‐2、 3‐3区の方

G旦当役員:酒井・宇都木・松岡・岩村

南1区 南7区 南8区 南9民 南10区 南11区 南12区
南13区 南14区 南15区 南16区 南17図の方

鯉当鍛、:冨家。本全・日暮・野内・佐藤 0中D

西 5‐ 1、 5‐ 2区、西 6■、6‐2区、西 7区、西 9区、西 10区
南 4区、南 5区、南 6区の方  (担 当役員 :浅田、林 斎藤|

西 18区、西 19区、西 20区、西 21区、西 28区、西 29区
西 30区の方   縦喘役員 :松井、山ベ リ|1崎

西
｀
13‐ 1、  13‐2区、 西 14区、 西 16区、 西 17‐ 1、  17‐ 2、  17‐ 3区
北 1区、北 2区、北 3区、北 4区、北 5区、北 6区、北 7区
東 21区の方  (担当役員 :宮崎、「轄欧吉原、ガヾ奏、上利用

西 22区、西 23区、西 24区、西 25‐ 1、 25…2区、西 26区
西 27区の方   (担当役員 :杉山、福田、萩原、渡辺、:力粉

*5月 のクリーンデーは8日 です。
この内容はホームページでもご覧いただけます。

西 8区

東1区、東2区、東3区、東4区、東5区、東6区、東11区、東14区

東15区、東16区、東17区 東18区 東19区、東20-1区、20-2区の方
G旦当役員 :移吹 。本山・菌京・板含

＼

/



囮 鍮
移哺 ノ鶴

令和 4年 3月 1日

自治会法人 東林間自治会

会    長 田村  久 司
文化体育部長 林  義 嗣

ん鵜7′滑癸
`歩
ゲ歩ゲハイキング ノノ

恒例の「歩け歩けハイキング」を下記のとおり実施します。

コロナに負けないよう適度な運動をしましょう

皆様のご参加をお待ちしてお ります。

申 込 み は 先 着 4 Q三笙 様 で
、́
=…9 0

<日 時 >

<集合場所>
<コ ース >

■募集期間 :3月 1日 ～ 20日

3月 27日 (日 )午前 8時 45分 集合 ・ 9時 出発

東林間児童館庭 (雨天中止・判断は午前 7時 :事務所問合せ)

行程 約 9 km(往復)

児童館 → 遊歩道 → 西善寺 (WC)→ こもれびの森 (WC)
→ (往復)→ 児童館
☆お弁当・お茶は戻った児童館にてお渡しします。 (お持ち帰り)

対 象 者 自治会会員

1人 200円 (当 日集金)
*お弁当、・お茶、保険料込

参 カロ 費

注)1.歩 きやすい靴を履いてきて下さい。
2.歩行中のおしゃべりは控えましょう。 (マスク着用)
3.事前の体調管理 (体温管理など)をお願いします。
4。 当日は集合時に体温を測定します。
37.5度または各自の平熱より高い場合は参加をご遠慮下さい。
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こ

自治全会員各位

申込先 :東林間自治会事務所事務局 電話 OFAX 742-8297
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発行日令和 4年 3月 1日
発 行 東林地区自治会連合会
(毎月1日 発行、1月 は15日 発行 )
内容の問い合わせは、各記事に記載の
問い合わせ先ヘ

*各事業は新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をとつての実施となります。
皆さまの健康と安全を最優先に考慮し、やむを得ず急逮中止となる場合があります。

事業の写真は公民館の館報およびホームページに掲載することがあります。

東林公民館からのお知らせ

東

林

東林公民館で活動するサークルによる学習・文化活動の展示・発表です。

発表の部はビテオを館内で上映します。皆様ぜひこ覧<ださい。

展示の部 :絵画。書道・俳句。短歌。手工芸・写真・墨絵 等
発表の部 :楽器演奏。手話。詩吟 等

日程:令和4年  3月 72日 (土)午前
'0時
～午後4時

3月 13日 (日 )午前70時～午後3時
会場 :東林公民館冒階 ホールトZ
※駐車場に限りがあります。できるだけ車での来場はこ遠慮<ださい

東林公民館のセ性学級では、例え!ず、子どもの育ちなどにかかわるテーマや健康の増進など興味

のあるテーマを考え、それに沿った内容を学び、話合っていき春す。

学びの場を企画、運営じていく準備委員を募集し春す。

※第 1回の準備委員会を5月に予定していき硯 ご興味のある方|き、電話

きたIす直持東林公民館春でご連絡ください。1締め切り4月 20日 (水 )l

みんなで一緒に考え、

住みよい地域を作って

いき審しょう。

令和4年度

準備委員募集 J′

申込み・問合せ先 東林公民館 電話番号 042-744-0087
※月曜日と祝日の翌日を除く、9:00～ 17:00(12:00～ 13:00を除く)
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聰 雌亀湧 祓 颯 陽 蜀 蛉
小学校 3年生から6年生を対象に、教師などの経験を持つ講師
陣が、学校の宿題や算数及び国語の復習のサポートをします。

開催場所

開催日時

対  象
費  用
教  材
申込み先

シルバー人材センター南事務所

(南区相模大野8丁 目9番 6号 )

この教室は、全3日 間とします。(各回、午前10時から正午まで)

【第1回】令和4年 3月 28日 (月 )～ 30日 (水 )

【第2回】令和4年 3月 31日 (本 )、 4月 1日 (金 )、 4日 (月 )

令和4年 3月 現在で小学校3年生から小学校6年生の方

3日 間で3,000円

学校で使用している教科書・問題集等をご持参ください。

電話で各開催日1週間前迄(土 日除く)にお申込み下さい。(各固定員9名 )

相模原市シルバー人材センター 事務局

8042(753)7373【 受付時間 9:00から17:00(土 日除く)】

ヽ
ヽ
ヽ

聰黎 増滲腟贔 愧 [穆.飲」偏
中学校 1年生から3年生を対象に、教師等の豊富な経験を持つ講師陣が、数学を個別的
に教えます。数学が苦手な方は基礎学力習得のため、得意な方は一歩進んだ学習のための
教室です。高校の予習も可能です。

開催場所  シルバー人材センター南事務所
(南区相模大野8丁 目9番 6号 )

開催日時  この教室は、全4日 間とします。(各回、午後2時から午後4時まで)
【第1回】令和4年 3月 28日 (月 )～ 31日 (木 )
【第2回】令和4年4月 1日 (金)～ 4日 (月 )

対  象  令和4年 3月現在で中学1年生から中学3年生の方

4日 間で5,000円
学校等で使用している教科書。問題集等をご持参ください。

申込み先 電話で各開催日1週間前迄(上 日除く)にお申込み下さい。(各固定員4名 )

相模原市シルバー人材センター 事務局
8042(753)7373【受付時間 9:00から17:00(土 日除く)】

用
材

費

教

“



|:械シrιバー人材センター □調置ヨ 円 (2.5時間 X4回 )

餃楊骰
鑽

く鑢欅 濶

4月・5月受講生募集
・初心者歓迎します。
・最低開講人員2名
・お気軽に受講して<ださい。
◆講座時間
薔午前 19:30～ 12100
日午後 :1130～ 4:00

◆会場、ご予約、お問い合わせ

シルバー人材センター商事務所
8042-745…2158

申し込み締切日

希望講座月の前月20日まで
受付 :月 ～金曜日(祝日を除く)
午前9時～午後5時

時間×2回 )

講座名 令和4年4月開議予定日 令和4年5月関請予定日 時間

6 (r()l 1 s (zk)l 20 (ri)l 27 (2t() 6(金)113(金)120(金 )127(金 ) 午 前
パソコン入円 s ($)l 16 (c)l a2 (s)l 29 (c) 1o (*)l 17 (X)l 24 (x)l 31 (X) 午後

7 <Dl 14 (t,l 2i (a)l 2a (t) 午前
ワード実用 z (t)l 14 (t)l al (ft)l 28 (16) 午後

8(金)115(金)122(金)129(金) 午 前
エクセル実用

7(土)114(上)121(■ )128(上 ) 午 後

10(火 ) 17(火 ) 午前ワー ト入P51
(文章作成) 6(水 ) 13(水 ) 午後

24(火 ) 31(火 ) 午 前ワー ド入円 I
(表と目像 ) 20(水 ) 27 (碁() 午後

4(月 ) 11(月 ) 午前エクセル入円 I
(データ入力) 6(金 ) 13 (`餞 ) 午後

18 (月 ) 25 (月 ) 午前エクセル入門 I
(データ活用) 20 (金) 27 (1金 ) 午後

14(木 ) 21(本 ) 午前パワーボイント
入PB 11(水 ) 18(水 ) 午後

9(月 ) 16(月 ) 午前
年後

スマホ入門 I
(基本と写真)
And「o日

午前スマホ入P31
(基本と写真)

9(月 ) 16 (月 ) 午後
23(月 ) 30 (月 ) 午前スマホ入円 I

〈地調やLlno等)
4 (月 ) 11(月 ) 午後

午前ス I

19 (火 ) 26(火 ) 23(月 ) 30 (月 ) 午 後

2日 間講座
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【日時】   3月 19日 (土 )*雨天延期26日
午前 9時 30分 ～(約 2時間 30分 )

【集合】 相模大野中央公園 管理事務所前 9:20集合
【内容】 ポール deウ オークをしながら郷土を知る

(て くてくマップBコ ース「音の暮らしと祈り巡り」)

【講師】 ボールdeウ ォーク講師による実技指導。
上鶴間公民館てくてくガイド

【定員】 20名 (どなたでも) 【参加費】200円 (保険代)
【申込み】2月 15日 (火り～3月 17日 (木 )

相模原南自立支援事業所 ―休 8 042-851-6591
(受付は土、日を除く)午前 9時から午後 5時まで

【主催】日本社会

連帯機構神奈川

地方委員会

【協力】上鶴間公

民館・てくてくガ

イド

【持ち物】マスク着用・飲み物 'タ オル。動きやすい服装 ,歩きやすい靴で参加。

*ポールレンタル無料 (身長に合わせて調節できます)

*新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、変更または中止になる場合があります。

｀`
｀
ヽ

☆☆☆  「ごみ 。資源集積場所」をきれいに保ちましよう ☆☆☆
日頃からお住まいの地域を美しく保つための活動を行つていただいておりますが、今一度、確認してみましょう !

ごみ・資源の回収後、集積場所のネットなどが散乱していませんか ?地域の景観を損なうだけでなく、ネットに
引っかかって思わぬ事故につながることも。今一度、ご確認を !           相模原市自治会連合会

ま



子 ども安 見守 ιI磁

ボランテ 7募集 r
登下絞時の見守「:活動にご協力下さい r

各小学校の見守り隊は、子どもたちを交通事故や犯罪被害から守るために、保護者
や地域の皆様のご協力を得ながら活動していますが、十分な見守り活動を継続的に行

うために、更なる担い手を必要としています。
☆ごんな活動をしている0?
登下校時の通学路で子どもの見守りをしています。

☆無理のない範日で活動して下さい r
」通勤、お仕事、ウォーキング、買い物、犬の散歩などを
しながら、見守り活動をしませんか?
・男女年齢は聞いません。
・ボランティア保険に加入しており安心して活動できます。

【問合せ】お近くの小学校または相模原市教育委員会学務課 (雷042-769-8282)

｀ ｀
ヽ

近年、各地で子どもたちを取り巻<痛ましい事故が発生しています。東林地区小学校
の通学区土或内は、自動車の通行量が多 <、 また、路地も多いため、児童の登下校の安全

をどう確保したらよいか、各学校も苦慮しているところです。

このような現状の中、東林」ヽ学校、上鶴圃小学校、くぬ壺:産型達議交、鶴の全出皇校の

4校では、児童の登下校を見守つていただ<「学校安全活動団体 (通称 :見守り隊)」
を募集しています。 (学校ごとに名称は違います。)
「見守り隊」は、登下校時の児童を見守り、安全で安心な地域をつ<り出すための組
織です。)舌動は、毎日でなくても構いません。ご都合のよいときにお願いします。

趣旨をご理解いただき、ご協力いただける方は、
下のお近<の蚤小学校_副校長へご連絡<ださい。

′一゛

L(_ ・お問い含わせ先】

学校名 学校安全活動団体 (見守り隊)名称
総舞縄

電話

東林小学校 東林小学校 安全ボランティア団体 742-9579
上鶴間小学校 上鶴間小学校「子ども安全ボランティア」 743-9870
<ぬぎ台小学校 <ぬぎ台小子ども安全見守り隊 746-0811
鶴の台小学校 鶴の台子ども見守り隊 745-5611

′

0



東林わんわんバトロー″L隊 紹介します !

現在 67隊 買が、地域の安全
を見守ってLlるのだ7>釉懸
(令績 4毎 2月 14日 現在)

今

隊員募集しています!

南ヌ安全・李心まちづくり推進協議会東林支畜静
お観合せ/申込先 東林まもづくリセンター内

電話 042‐ 7叫 も187

A

十
▲

ヤ

飼ti主さ法ヘ 登録をしてくИた方:こ lホ暗Li通でも、キ71J
と光るお散歩バッグとスウィングボーンを
お波しします。
グッズを持ってお散歩をするだけで、気軽に
見守り活動にご参如Litだけます。

(集林地区1こお金11の方 ,

さくも隊買

北海道か S来
ました。
少しで もお役
:こ 立てれば !

ガンパ
・
リマス 1

レオン隊買

あずみ隊買

がんげり諫dl

マ ロ隊買

7

4オです l
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御協力ありがとうございました

市社会福祉協議会 賛助会費
東林地区では、総額 1,557,389円 の御支援を頂きました。うち、778,695円

を東林地区社会福祉協議会で、778,694円 を相模原市社会福祉協議会の事

業・活動に活用させていただきます。御協力ありがとうございました。

<東林地区社会福祉協議会>
東林地区に配分された賛助会費は、地区の福祉人材の育成、福祉啓発活動の他、地域福祉

活動費補助金として、自治会、老人クラブ、地域福祉活動団体、ボランティアグループに

交付し、地域に還元させていただきました。

<相模原市社会福祉協議会>
「ボランティア登録制度」や介護保険対象外の「家事援助サービス」の運営等、市民の方々

が担い手として参加するきめ細かい福祉活動などに活用しています。

募集に御尽力いただきました自治会、民生委員・児童委員の皆様ありがとうございました。

問合せ :相模原市社会福祉協議会   電話 042-730-3888
東林地区社会福祉協議会   電話 042--705-331_5

Vや す や ―
'や つ シ つ ・ヤ V幸 つ

′

～
つ や 根

難鱚佗八鰊斃攀畿寵‡譲

蝙這慇瘍慧瘍つくり鸞≫夕囀で ‡

南区役所区民課の窓□は、転入や転出などの届出で大変混雑し、お待ちいただ

く時間が長 <な つています。
転出や転居などの住所変更の手続きや住民票の写しなどの証明書の受け取り

には、「東林まちづ<リ センター」をご利用ください。

名

所

電

開

休

主

称

地

号

間

番

時

在ｊ

話

所

東林まちづくリセンター

相模原市南区相南 1-10-10
042-744-5161
午前 8時 30分から午後 5時まで
土・日曜日、祝日等、年末年始 (12月 29日 から可月 3日 まで)
戸籍の届出、住民登録、印鑑登録、国民健康保険・国民年金等の

各種届出 (一部除く)、 各種証明書の発行、市税の納付

マイナンバーカー ドの手続き

所  日
な取扱業務

<お問い合わせ先> 南区役所区民課 電話042-749-2131

蝠
市内 22地区の地域情報紙電子ブック閲覧サービス実施中
パソコン、タブレット、スマホでご覧になれます。

h++p://WWW,SOin.or.Jp/kairanban
さがみはらかいらんばん
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東林間児童館建て替えについて(お知らせ )

日頃より、東林間児童館をご利用いただき誠にありがとうございま

す。

さて、東林間児童館は施設の老朽化が進んでいることから、令和 4

年度に建て替えを予定しています。現在の児童館は3月 をもって閉館

し、令和 5年 3月 下旬頃に新たな児童館が開館する予定です。

また、:桜の本は老本であり、倒本の可能性もあることから、今 の

建て替えにあわせまして、伐採させていただきます。

建て替え工事期間中は、児童館は閉館となり、地域の皆様には御不

便をおかけいたしますが、御理解下さいますよう、お願いいたします。

スケジュール (予定 )

・令和 4年 3月 児童館閉館

(※児童遊園の廃止 )

児童館解体工事

(※建物等解体、遊具撤去、桜等樹木伐採 )

建設工事

新児童館開館

(※児童遊園の併設はありません)

・令和 4年 4月 ～

相模原市こども・若者未来局

こども・若者支援課

施設管理班

電話 :042-769-8370

・令和 4年 8月 ～

・令和 5年 3月 下旬頃
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595号 東 林 問 児童 館
TEL 748-7562

児童館だよ‖
2022.3.: 発行責任者  古本進…

館長 古木
日頃より地域の皆様にご利用頂き誠にありがとうございます。
当児童館は、昭和40年 (西暦1965年 )の開館から56年が経過し、施設の老朽化が
進んでいることから、令和4年度に建て替えをする事は、相模原市からの広報でご存
じの事と思います。
これまで、多くの方々のご協力のもとで、「安全 `安心の児童館」として、各種行事を
実施してまいりました。令和5年 3月に新館の開館を予定しておりますので、約1年の
閉館とはなりますが、ご理解下さりますようお願い致します。

なお、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から大々的な催しはできませんが、
多くの方々に様々な思い出の残る施設ですので、閉館直前の3月 25日 から31日 ま
での約1週間、「あグ%を渫 :″1層|″動 を開催します。
思い出を残したり、音を思い起したりしていただけるよう、職員一同で企画しますの
で、是非、皆さん、ご家族で、お友達と、お一人でも、ご自由に児童館に来て下さい!!
"お待ちしてます。"

◎ 『あ‖がこう東林間児童館』の日程こ詳細

日 時
3月 25日 (金 )13:00～ 17:00・ 3月 26日 (土 )～ 31日 (本)9:00～ 17:00

◎桜の本に、花びらでお別れメッセージを |(皆さんのメッセージで満開にしましょう鸞)
◎ホールの壁に落書きメッセージを |(壁に落書きなんて最初で最後 .ヽ)
◎館内を自由に内覧して下さい |

◎写真 '記念誌・工作の閲覧、展示
〉(25 ′△ ヽ二ヽ重Z:ノ主■1日 (水 )はホール展 為、遊べません。 書 宰は遊べます。

3日号

′′



靡顆%の欝輔鱚魔菫褥

△  里
上  宗 ホール 図書室

階  段 2階和室 2階会議室

◎ 鯰躙朧贔咆J咬寵

休館中は、次のような施設でも遊べますよ !

ヽ
｀

施  設 所 在 地 児童館からの距離

/ 相南児童館 南区相南 1… 15-28 1.Okm

上鶴間こどもセンター 南区上鶴間8-10-12 1.4km

林問第4公園 南区東林間4-41 0.3k111

さくら児童遊園 南区東林間7-28 0.9km
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お元気で、また会える日を楽しみにしています :
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會1,合会報
i: "^令和4年 (2022)3月 発行
NO・′V発行部数 18万部

|||■
‐‐‐    . さがみlら

発行責任者 相模原市自治会連合会 会長 41田  幹夫 題字 相模原市長 本村賢太郎

Ⅲ

竹田会長あいさつ
～子や孫により良い地域を残す～

 ゙ 令和 3年 6月 に会長に就任しました星が丘地区自治会連合会の竹田幹夫です。皆様
のご協力を得ながら精一杯努めさせて頂きますのでよろしくお願いします。

～ 、 さて、2年前からコロナ禍において、従来の自治会活動は中止の連続で、地域コミュ
',ニ テイ形成の推進が困難でした。
これからは、SDGsや 「ウイズコロナ」も念頭に、中止となった事業の見直しや

新たな事業展開が必要になってくると思われます。

・  政令指定都市となって 10年以上が経過し、緑・中央・南の各区が目指す将来像や、
課題の違いが鮮明になりつつあり、その課題を解決しながら将来像に向かっていく

各自治会活動を大変喜ばしく期待している所であります。

しかしながら、自治会活動に対 し疑問や課題を抱えている会員もいます。それを

そのままにせず、周 りに相談し、解決しない時は他の自治会にも相談する事により、

今迄気づかなかった点が見え、心地よく暮らせる地域になるのではないでしょうか。

幸  地域重動の役員になった時も仕事と思わず、知らなかった人と出会える、話が出来る
.人 が増えた事を喜びに感じ「子や孫に、より良い地域を残す」ためにお力添えをお願い
します。
'ま た、各自治会が解決できる課題ばかりではない事もあります。各地区自治会連合会

で議論 した結果、行政の力が必要な事があります。毎年、相模原市自治会連合会は

相模原市に対して政策要望書を提出しております。「これは無理」と諦めず、周りに

相談し、意見を言ってください。

『入っていて良かった』という自治会にして、会員を増やしていきましょう。
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コロナ禍においても、リモートを活用し会議を開催 !

総務部会…自治会加入、脱退防止に向けた取組 !

防災安全部会…交通安全に関する取組 !

広報部会…自治会報さがみはらの発行 !
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つく号だそう臼治のんで最臓るもヽまちを
筆霧穣覇華畿諭畿醸翁機の理鸞
地区自治会連合会数  22
自治 会 数     589
加入世帯数   166,397
班 (組)数    11,340
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自治会員専用割引 (プメεカメP∞s)は、自治会に加入 している
皆さまがご利用いただけるお得な割引サービスです。

毎年 4月頃に自治会でリーフレットとして配付しています !

『あいはら遺言・相続相談室 (行政書士佐藤勝己事務所)』
が加わりました !!

遺言や相続分野を中心に業務を行つている行政書士事務所で、

になります。
詳しくは、右のQRコ ードから行政書士佐藤勝己事務所のホームページを
ご確認ください。

欄

□憂藝亘]令和4年 3月 12日 (」ヒ)・ 13日 (日 )・ 14日 (月 )
※イルミネーション点灯18時予定

区  分 ―般料金

遊園地フリーパス
大  人 3,300f三] 4,500FI]

シニア・小人 2,600円 3,700円

遊園地入園券
大  人 無料 1,900円

シニア・小人 無料 1,200円

イルミリオン入場券
大人・シニア 無料 1,500円

小  人 無料 1,100円

温泉うるり
各料金から
200円引き

BBQサンキューパック
(入園料込)

大  人 2,000F:] ※2名様以上、
予約時に限る。シニア・小人 ].800円

【お問い合わせ】ワイリ♭ドクッキングガーデン042-685-0818

期間中に、自治

会員専用割 引

(J:メεルメPass)
を提示す る と

5名 まで特典が
適用 ||

※小人・・・3歳～小学生

蟷褥咤雉驀頌蝙し

'‐

弁 護 士相 談 ・̈神奈川県弁護士会相模原法律相談センター

|■人 間 ドック・・・相模野病院、ヘルス・サイエンス・センター、JA健康管理センターさがみはら
,■ レジャー施設・・・相模ファーストレーン、相模原バークレーンズ、伊豆アニマルキングダム

サンリオピューロランド、天然温泉ロテン・ガーデン

他にも !接骨院 。葬祭関係・宿泊施設等で優待が受けられます !詳 しくは市連ホームページヘ !

お出かけの際は、新型コロナウイルス感染症対策に 1

努めていいただくようお願いいたします。 |||1鰈
|1腑
| ‐|‐

‐‐‐
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坤警|ビツ7不 【警各Ⅲl■

ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージ開催
津久丼湖、宮ケ瀬湖及び奥相模湖の 3つの湖や県内最高峰の蛭が岳など

の山々が存在する津久丼地区は、水と緑に囲まれた自然豊かな地区です。

昨年夏、津久井地区を舞台に「東京2020オ リンピック自転車□―ド
レース競技」及びオリンピックのレガシーとして「ツアー・オブ。ジャ

バン相模原ステージ」が開催されました。
「ツアー 。オブ 。ジャバン相模原」は、橋本公園から串川橋交差点まで向かい、鳥屋・串川地域を7周半周回し、

鳥居原ふれあいの館前までのコースとなつております。オリンピックの 1年延期により、オリンピック自転専□―ド

レース競技前の 5月 に実施され、新型コロナウイルス感染症防上のため、会場および沿道での観戦自粛の中、津久井

地区では多くの住民の皆様がコースサポーターとして従事し、大きな事故もなく終了しました。本年も 5月 21日

(土)に開催が予定されています。

今後、ツアー・オブ 。ジャバン相模原ステージ競技を地域住民の皆様や国内外の観客の皆様と盛り上げ、地域及び

地区自治会連合会の活性化につなげていきたいと思います。

地域トピックス【光が丘】

自治会と、“人とのつながり"のメリット
光が丘地区自治会連合会では、『啓発請演用パワーポイント」を作成し、

地域の人たちへの “自治会加入促進"や “防災・防犯 。交通安全"の啓発
に活用しています。特に「自治会と、“人とのつながり"のメリット」 |よ
昨年 3月に相模原市自治会連合会の総務部会で実施した紹介講演のあと、

6月 に中央区。南区の新任自治会長研修で講演を実施しました。さらに他地区からも多くの講演依頼があったことから、

10月の総務部会で、その “ナレーシ∃ン (解説)付き DVD"を作成して、市連で広く活用することが提案されました。
これを受け、光が丘地区自治会連合会では今年度中に DVDを作成する予定です。
「自治会と、“人とのつながり"のメリット」は、自治会活動が生み出す「身近な人とのつながり」が、平時 。有事を

通じて私たちにどのようなメリットをもたらすのかについて、講師が解説するものです。目には見えなくても、まちの

安全は、そこに暮らす人々のつながりによつて守られています。過去の具体的な災害事例を引き合いに、身近な顔

見知りによる日頃の関わり合いが、しヽざというときにこそ重要な役割を果たしていたことや、「割れ窓理論1から、
モラルや住民の目があり集団で対応するまちには犯罪が寄り付かないことなどが説明され、聴衆がいつの間にか引き

込まれていく内容となつています。

骰

響将トビックス【岬武台】嘲

地区自治会連合会創立50周年記念式典を挙行
令和 3年 11月 14日 (日 )、 相武台公民館にて「相武台地区自治会連合会

創立50周年記念式典」を開催し、本村市長はじめ、多くの方々にご出席

いただきました。令和 2年 10月 に創立50周年を迎えるにあたり、令和

元年度に「創立50周年記念事業実行委員会」を立ち上げ、準備を進めて

まいりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大により、当事業も進行が大きく変わりました。その中で記念誌部会

では、感染防止対策を請じながら令和 2年度中の記念誌完成を目標に進め、大変素晴らしい記念誌が発行できました。

当連合会は、昭和40年代の高度経済成長期に大規模な集合住宅や戸建て住宅が建築され、人□増加に伴い、昭和

45年 10月 、市役所の相武台出張所開設と同時期に発足しました。ご先輩方のご苦労とご活躍により発展を重ね、今も

多くの自治会員の皆様のご協力によつて現在に至つております。現在の当地区には、全国と同様の少子高齢化問題や、

隣接する米軍基地に係る問題など、多くの課題がありますが、次の世代へ繋げるよう地域の皆様や近隣の自治会、関係

機関などと協力し、さらに住みよいまちづくりをするために活動していく所存でおります。

コロナ禍を乗り越え、「安全 。安心」に自治会活動ができる日常が一日も早く戻つてくることを願つております。
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市自治会連合会から市ヘ

『政策要望書』を提出しま
/
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令和 3年 10月 5日 (火 )、 市全体に係る課題を取 りまとめた
「政策要望書」を市へ提出しました。

政策要望書を提出するまで、理事会で活発な議論を重ね、地域

が抱える課題や要望を直接伝え、本村市長から、課題に対して

しつかり対応していきたいとの回答をいただきました。

今後も、自治会活動の活性化や、市との協働による安全 。安心な

まちづくりを更に進めてまいりますので、ご協力をお願いいたし

ます。

安藤副会長、森副会長、本村市長、竹田会長、小林副会長

要望事項

(1)区役所機能の強化

(2)防犯カメラに係る補助制度の充実

(3)地域防災力の向上

0太陽光発電の推進

(5)人口減少進行地区における対策の強化

(6)加入促進活動への支援

(7)市民の生活環境の向上

(8)市と自治会の協働によるごみ置場の

設置 。管理の促進

(9)一般ごみの戸別収集の実施

(0-般ごみの清掃工場への持ち込みについて

!1要望事項の詳細については、

市連ホームページを

ご確認ください || 籾

晰黎呟蝙骰八鏃労鮨巫瞼鱚
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相模原市自治会連合会
1■■■■■■||
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https :/,/www.sa ga m i h a ra -j i c h ir en.jp /

①各地区の情報…イベント開催や地区の “今"など最新の情報を掲載 !

②各種市連発行物…毎月発行している「地域情報紙」や、年1～ 2回の「自
「自治会活動の手引き」等がホームページ上で閲覧で

‐‐・・ ●: ,・ _=|・●:|_

■警牢」学↑●|

ナどもう一度見たt

一
一
」
暴

なく手軽に確認したい。」そんな方はぜひ !ご活用ください :

③自治会員専用割引 (」 ichi Pass)の特典内容…配布された紙を携帯せず、対象施設や特典内容等がいつ'

④自治会検索…住所を入力するだけで知りたい自治会がヒット1.(※一部の|

⑤自治会加入申込…入カフォームに情報を入力することで、加入申込ができ 自

「自治会報 さがみはら」は、皆様の会報です。自治会・地域での
様々な活動・話題などの情報やご意見をお寄せください。
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横

大木

田坂
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(相模湖) 大久保秀子
志村 勝美 (田 名) 割柏 秀規 (光が丘) 熊谷  弘 (津久丼) 小島 盛生 (城 山)
飯田 秀雄 (大野北) 中村  明 (相模台) 村松 幸子 (相武台)
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前
回
に
引
き
続
き
、
東
林
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の

会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

東
林
間
駅
周
辺
に
は
た
く
さ
ん
の
マ
ン
シ
∃

ン
が
建
ち
、
ま
た
上
鶴
間
に
は
急
勾
配
な
坂
道

が
多
い
た
め
、
以
前
か
ら
そ
の
地
区
に
住
む
高

齢
者
の
方
か
ら

『足
腰
が
弱
り
、
こ
み
捨
て
や

買
い
物
を
す
る
際
の
昇
り
降
り
が
大
変
で
困
っ

て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
い
た
い
』
な

ど
の
お
声
を
受
け
、
令
和
元
年
１０
月
、
地
域
の

４０
段
上
の
ゴ
ミ
集
積
場

へ

有
志
の
方
々
が
集
ま
り

「東
林
フ
レ
ン

ド
リ
ー
の
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
ス
タ
ッ
フ
８
名
で
、
４
名

の
方
々
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

当
会
は
相
模
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

や
東
林
第
―
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
も
連
携
し
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
当
会
の

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
方
の
依
頼
で
の
支

援
、
電
球
交
換
な
ど
日
常
生
活
で
ち
よ

こ
っ
と
し
た
困
り
こ
と
へ
の
サ
ポ
ー
ト

の
二
本
立
て
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

週
３
回
の
ゴ
ミ
出
し
の
サ
ポ
ー
ト
に

入
っ
て
い
る
方
の
中
に
は
自
宅
玄
関
先

に
出
て
い
た
ゴ
ミ
袋
に
ス
タ
ッ
フ
ヘ
向

け
て
お
礼
の
手
紙
を
貼

っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

中
々
お
会
い
す
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

「温
か
い
声
」

に
ス
タ

ッ
フ
も
元
気
を
頂
き
活

動
の
励
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
早
朝
の
ゴ
ミ
出
し

や
買
い
物
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
が

メ
イ
ン
で
す
が
、
今
後
は
他
の

依
頼
に
も
対
応
し
て
い
く
予
定

で
す
。
た
だ
サ
ポ
ー
ト
活
動
が

ス
タ

ッ
フ
の
日
常
に
負
担
と

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
だ
と
、
会

と
し
て
の
活
動
の
継
続
が
困
難

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
後
も
シ
ニ
ア
の
サ
ポ
ー
ト

活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

も
無
理
は
せ
ず
、
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
る
人
、
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

人
の
両
者
が
こ
の
地
域
で
過
こ

せ
て
良
か
っ
た
と
人
と
人
と
の

繋
が
り
を
感
じ
て
も
ら
え
る
活

動
の

一
助
と
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
目
標
に
、
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
い
方

や
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
こ
興
味
、

活
動
を
し
た
い
方
が
い
ら

っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
東
林
第
１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

【電

話

０

４

２

１
７

４

０

１
７

７
０
８
】
ま
で
こ
連
絡
お
願
い

し
ま
す
。

（写
真
＝
鈴
木
貞
、
文
＝
樋
□
）
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黎
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私たちは、相模原市が推進する『シエアツ

ポート活動』で介震予防を目的として設立

された有償沢ランティアタJレープです。
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令和 4年 3月発行 東 林 ふ く し (2)

相
南
―
丁
目
に
お
住
ま
い
の
Ａ
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
自
分
の
老
い
先
を
考
え
て
、
近
い
将
来
は
特

養

（特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
に
入
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
だ
が
、
ど
う
し
た
ら
入

れ
る
の
か
、
ま
た
誰
に
聞
い
た
ら
い
い
の
か
分
ら
ず
、
思
い
き
っ
て
公
民
館
近
く
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
尋
ね
ま
し
た
。
そ
こ
で
対
応
し
て
く
れ
た
係
の
方
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
は
何
か
、

そ
し
て
入
所
出
来
る
基
準
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
と
て
も
親
切
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（介
護
老
人

福
祉
施
設
）
と
は
、
常
時
介
護
を
必
要

と
し
、
在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
高
齢

者
に
対
し
て
生
活
全
般
の
介
護
を
提
供

す
る
施
設
で
す
。
略
し
て

「特
養
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
特
養
で
は
、
入

浴
、
排
泄
、
食
事
な
ど
の
介
護
、
そ
の

他
の
日
常
生
活
の
支
援
、
機
能
訓
練
、

健
康
管
理
及
び
療
養
上
の
世
話
を
行
い

ま
す
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
の
違
い
は
、
特

養
は
社
会
福
祉
法
人
や
自
治
体
が
運
営

す
る

「公
的
施
設
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
主
に
民
間
企
業
が

運
営
す
る

「民
間
施
設
」
で
す
。
特
養

ホ
ー
ム
の
―
か
月
の
費
用
は
概
ね
６
万

～
１７
万
円
位
で
す
。

・
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●
，
・
・■
―
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，
―
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一
―
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一
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一
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．
　

●
●
●
●
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．１
１
・
■
●
〓
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■
●
一
一
一
●
―
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平
成
２７
年
４
月
か
ら
、
原
則
特
養
ヘ

の
新
規
入
所
者
を
要
介
護
３
以
上
の
高

齢
者
に
限
定
し
、
在
宅
で
の
生
活
が
困

難
な
中
程
度
の
要
介
護
者
を
支
え
る
施

設
と
し
て
の
機
能
に
重
点
化
し
て
い
ま

す
。
他
方
で
、
要
介
護
―
・２
の
方
に

つ
い
て
も
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
、
特
養
以
外
で
の
生
活
が
困
難
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
、
市
町
村

の
適
切
な
関
与
の
も
と
、
特
例
的
に
入

所
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

一
一一
・　
　
．一
一・一
一
・一
●
・
■
．
・
一
一
一
一
・一

一
■
一
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―
■
●
・
●
■
．
一
■
・　
一
―
■

‐
●
・■

・
・
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施
設
へ
の
入
所
申
し
込
み
は
、
優
先

的
な
入
所
を
判
定
す
る
際
に
勘
案
す
る

項
目
を
盛
り
込
ん
だ
標
準
申
込
書
に
よ

り
行
い
ま
す
。

入
所
申
込
書
は
各
施
設
に
提
出
す
る

老
人
ホ
ー
ム
で
の

お
し
ゃ
べ
り
の

ひ
と
と
き

（肖
像
権
に
配
慮
し
て

ば
か
し
て
あ
り
ま
す
）

こ
と
に
な
り
、
そ
の
際
に
原
則
と
し
て

入
所
希
望
者
及
び
そ
の
家
族
等
が
、
施

設
職
員
か
ら
入
所
希
望
者
の
心
身
の
状

況
や
病
歴
等
、
施
設

・
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
、
入
所
対
象
者
、
入
所
の
必
要
性
を

評
価
す
る
基
準
、
退
所
基
準
等
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
、
入
所
申
込
書
の
「説

明
確
認
欄
」
に
署
名
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

痣
径
瘍
顆
颯
辣
嘔
雉

施
設
は
、
入
所
申
込
者
全
員
に
つ
い

て
次
の
４
項
目
を
点
数
化
し
、
合
計
点

数
の
高
い
順
に
優
先
順
位
を
決
定
し
、

入
所
判
定
会
議
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
（
ア
）
要
介
護
度

（イ
）
介
護
状

況

（ウ
）
市
内
居
住
者

（本
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
方
）
（
工
）
特
記
事
項
。

ア
～
工
の
合
計
点
数
が
同
じ
方
に
つ
い

て
は
年
齢
を
重
視
し
、
年
齢
の
高
い
順

と
な
り
ま
す
。

〈
相
模
原
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
退
所
指
針
よ
り
〉

そ
の
他

特
養
は
複
数
個
所

へ
の
待
機
申
し
込

み
が
可
能
で
す
。
本
命
の
施
設
を
別
の

施
設
に
入
所
し
な
が
ら
待
機
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

令
和
２
年
１０
月
―
日
時
点
の
入
所
待

機
者
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
内
合
計
入
所
定
員
＝
３
１
８
５
人

待
機
者
＝
２
５
６
人
　
南
区
入
所
定

員
＝
１
６
５
８
人
　
待
機
者
＝
１
１
７

人
。
半
年
間
の
退
所
者

（市
内
合
計
）

５
０
４
人
。
入
所
者
３
９
２
人
で
あ
る

た
め
、
概
ね
１
年
以
内
で
入
所
で
き
る

状
況
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
東
林
第
１
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

（０
４
２
１
７
４
０
１

７
７
０
８
）
、
東
林
第
２
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

（
０
４
２

１
７
０
５

１

８
２
７
８
）
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

※
東
林
ふ
く
し
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
高

齢
者
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

ホ
|

馘目電

鰺
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に聞きました
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(3) 東 林 ′3ヽ く し 令和 4年 3月 発行

「東
林
間
自
治
会
の
防
災
訓
練
」
が

１０
月
３
日

（日
）
に
松
陰
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ン
ド
バ
イ
プ
を
使
用
し
て
放
水

訓
練
と
災
害
時
要
援
護
者

（災
害
時
に

自
力
で
は
避
難
の
困
難
な
人
、高
齢
者
、

障
が
い
者
や
妊
婦
の
方
な
ど
）
を
想
定

し
た
車
イ
ス
を
活
用
し
て
、
自
治
会
と

し
て
初
め
て
開
催
す
る
避
難
誘
導
訓
練

を
体
験
し
ま
し
た
。

大
き
な
自
然
災
害
は
、
い
つ
来
る
か

判
り
ま
せ
ん
が

「自
助

・共
助

・公
助
」

の
３
つ
の
助
が
大
切
で
す
。

東
林
間
１
丁
目
の
松
陰
公
園
内
に
防

災
倉
庫
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
倉

庫
に
保
管
し
て
あ
る
ス
タ
ン
ド
バ
イ
プ

を
使
用
し
て
、
近
く
の
道
路
に
設
置
さ

れ
て
い
る
消
火
栓
に
繋
ぎ
、
コ
ッ
ク
を

開
け
て
の
放
水
訓
練
で
す
。

訓
練
内
容
は
、
道
路
の
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
を
開
け
て
①
消
火
栓
の
開
閉
方
法
②

ス
タ
ン
ド
バ
イ
プ
の
設
置
方
法
③
ホ
ー

ス
の
延
長
と
管
そ
う
接
続

（消
防
用
接

続
器
具
）
④
伝
令
方
法
と
放
水
訓
練
⑤

車
イ
ス

（９
台
）
で
の
避
難
誘
導
方
法

で
す
。
参
加
者
数
は
、
自
治
会
役
員
１８
名
、

自
治
会
会
員
４２
名
、
社
協
―
名
、
東
林

男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
６
名
、
消
防
関
係

者
６
名
の
計
７３
名
で
し
た
。

訓
練
の
前
半
は
、
ス
タ
ン
ド
バ
イ
プ

を
大
点
に
向
け
て

栓
を
開
き
放
水
す

る
。
こ
の
時
パ
イ

プ
に
放
水
開
始
時

の
反
動
カ
シ
∃
ッ

ク
が
出
る
の
で
、

一
瞬
の
固
定
維
持

が
大
切
と
感
じ
ま

し
た
。
放
水
作
業

は
消
防
署
の
方
の
指
導
の
も
と
、
２
人

―
組
で
約
５０
名
以
上
の
方
が
訓
練
に
挑

み
、
大
点
に
放
水
が
当

っ
た
時
、
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

後
半
は
車
イ
ス
の
運
転
操
作
で
す
。

東
林
間
自
治
会
の
各
防
災
倉
庫
に
置
い

て
あ
る
車
イ
ス

（計
９
台
）
を
使
用
し

て
訓
練
に
活
用
。
車
イ
ス
操
作
は
１
組

２
名
。
車
イ
ス
操
作
の
ガ
イ
ド
も
―
組

２
名
の
４
名
で
チ
ー
ム
対
応
し
ま
し

た
。車
イ
ス
に
関
し
て
は
、
東
林
男
ボ
ラ

の
中
山
会
長
か
ら
①
車
イ
ス
の
開
閉
方

法
②
操
作
方
法

・
介
助
方
法
の
丁
寧
な

説
明
を
聞
き
、
そ
の
後
、
約
３０
分
程
度
、

車
イ
ス
で
の
操
作
方
法
③
段
差
の
乗
越

え
方
④
で
こ
ぼ
こ
道

（凸
凹
道
）
で
の

操
作
⑤
坂
道

（上
り

。
下
り
）
で
の
操

作
を
体
験
し
ま
し
た
。

小
田
急
江
ノ
島
線
の
踏
切
の
遮
断
機

が
下
り
て
い
て
渡
れ
な
い
緊
急
状
況
を

想
定
。
線
路
下
を
通
る
大
野
南
立
体
交

差
側
道
の
ス
ロ
ー
プ
を
利
用
し
て
の
訓

練
で
し
た
。
上
段
差
が
あ
る
場
合
は
介

助
ブ
レ
ー
キ
を
握
っ
て
前
輪
の
キ
ャ
ス

タ
ー
を
ゆ
っ
く
り
上
げ
る
。
下
段
差
の

場
合
は
ゆ
っ
く
り
下
げ
る
な
ど
の
細
か

い
操
作
と
、
更
に
車
イ
ス
に
乗
っ
て
い

る
方
の
安
心
確
保
の
た
め
、
操
作
前
に

介
助
者
が
丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。

下
り
坂
道
を
操
作
す
る
場
合
は
、
同

乗
者
の
声
を
聴
い
て
低
速
で
移
動
す

る
。
急
な
下
り
坂
道
で
は
前
進
操
作
で

は
な
く
後
進
操
作

（バ
ッ
ク
）
運
転
し

ま
す
。
こ
の
時
に
は
八
ン
ド
ル
を
操
作

す
る
方
は
、
後
が
見
え
難
い
の
で
パ
ー

ト
ナ
ー
の
方
が
操
作
指
示
を
行
う
こ
と

の
重
要
性
を
知
り
、
「
丁
寧
な
状
況
説

明
に
安
心
感
が
得
ら
れ
ま
し
た
」
と
い

う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
今
回
の
災
害
時

の
防
災
避
難
訓
練
で
安
全

・
安
心
の
自

助

・
共
助
の
大
切
を
充
分
に
体
験
で
き

ま
し
た
。（写
真
＝
長
岡
、
文
＝
鈴
木
貞
）

火点を狙つての放水訓練

男ボラの指示で下り坂道を

車イス操作で無事に通過

立体交差側道の凸凹道あり

通過訓練の難しさを体験

′θ

車
イ
ス
で
の
初
避
難
訓
練

坂
道
で
の
車
イ
ス
操
作
と

状
況
説
明
で
安
心
向
上
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東
林
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
質
の
良
い
本
を
沢
山
読

ん
で
も
ら
お
う
と
、
本
購
入
費
の
助
成

と
併
せ
て
推
せ
ん
図
書
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。
図
書
助
成
金
額

は
―
施
設
―
万
５
干
円
ま

で
。
今
年
度
の
対
象
施
設
は

東
林
地
区
内
の
児
童
館
２
か
所
、
児
童

ク
ラ
ブ
２
か
所
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の

計
５
か
所
。　
一
方

「社
協
子
ど
も
若
者

福
祉
部
会
会
員
」
か
ら
図
書
の
推
せ
ん

を
求
め
、
１１
団
体
か
ら
２６
冊
の
応
募
を

受
け
付
け
ま
し
た
。
推
せ
ん
図
書
の
寄

贈
事
業
は
今
回
が
初
。
子
ど
も
た
ち
に

大
い
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
寄
贈
に
当
た
っ
て
は
、
な

ぜ
こ
の
本
を
推
せ
ん
す
る
の
か
、
ま
た

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
こ
の
本
に
関
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
、
子
ど
も
た
ち

に
理
解
で
き
る
内
容
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
＝

写
真
＝
と
併
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
が
大
好
評
で
し
た
。

「本
を
読
む
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

分
る
し
、
自
分
が
賢
く
な
っ
た
思
い
が

す
る
」
は
、
子
ど
も
た
ち
の
声
。

な
お
、
募
集
に
つ
い
て
は
予
算
の
関

係
上
、
長
編
の
シ
リ
ー
ズ
や
高
額
な
本

の
推
せ
ん
は
こ
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

送
ら
れ
て
き
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

肝=爾

皆様からお寄せいただいたこ寄付・募金は、身近な地域
でいきいきと暮らすための支え合い活動に活用させていた
だきます。

東林地区社会福祉協議会では、子育て世代から高齢者ま
でが参加する居場所の運営や、福祉啓発講座・中学生に防
災を伝える教室の開催、地区内で取り組む福祉活動への助
成等に取り組んでいます。

今後とも皆様の温かいこ支援をよろしくお願い申し上げ
ます。

●赤い羽根共同募金運動…………………… 1,985,119円

●年末たすけあい募金運動…………………… 87t636円
※街頭募金は新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み中止とな
りました。

●令和3年度実績額 1,557,389円

●個人 1名 1,000FЧ

開設時間 :平日午前8時30分～午後7時

電   言舌:042-730-3885
メール:famlsapoOsagamlharashlshakyo.or.jp

絵
て
が
み
　
北
山
　
稔

趙狡量は隆憮
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①

とい犯罪 ,

出音

せず、自宅

:. :し

『この

ため、

Z島
′:::it

キヤッ

蠅 麒 颯 躊 鍼 隧 鼈
炸聰辟晰蜆麓鰺趙 暑褥咆‡
11月 23日 現在 l
特殊詐欺   ]件
薇害絡額   0万 円

鋏 絣 躙 鏃 輻 麟 鼈 凸 隋 鮨 鰊 輻
]月中の発生機潟

I書 月23日現在、暫定饉 :
。濶鸞督購 颯晰 。晰蜆饉颯 響晰
ゆ輻 繊 響憫 を鰈鰊絋颯 鬱繹
。鬱鉾櫃鉤鶴るヽ 嘲瘍
摯鯰趙勒飩麟亀  響颯

(2月 ヨ日 現 在 )
翁 攀 蝶i華 等 藝 嘲 瑯 鸞 謬 筆
賛 濃 事 難 議 曇 (4難 鱈 )
変通事燎発生件歌    ●5件

(前年比+6件 )

+3件 )
=

孵 妻

死者醜 0名

負爆番 ヽ

)

麟齢嚇 を通な螺なしヽための対策
県内で交通事故により亡くなら
れた65歳以上の高齢者は、交通
事故死者全体の約 5割を占めてい
ます。
そのうち、交通事故で亡くなら
れた高齢者の約 5割が歩行中であ
り、特に道路を横断中が多くなっています。
このため、道路を横断する場合には、横断歩道を

利用するなど基本的なことを守り、さらに道路を横
断する際は左右を確認し、手を上げるなどして横断
する意思をドライバーに伝えることが大切です。
また、歩行者の交通死亡事故の発生は、約半数が

夜間に発生しているので、反射材用品の着用が効果
的です。
県警察では、歩行者が交通事故の被害者 とならな
いための対策として、 2月 14日 から2月 23日 ま
での 10日 間を、 鰊 貼付磐機鸞魏旬聞』
として、主に高齢歩行者に対して、
○ 反射材の視認効果、使用方法等について理解を
深めるための活動
○ 靴や鞄に反射材を貼付 してもらうための活動
○ 反射材着用の必要性を実感 してもらう交通安全
教育
○ 関係機関・団体と連携した、各種キャンペーン
等における反射材の効果に関する広報啓発活動
を推進するほか、
O 歩行環境シミュレータ等を積載した交通安全教
育車ゆとり号の活用による安全な道路横断の体験
○ 加齢に伴 う身体機能の変化が道路における交通
行動に及ぼす影響等の理解の醸成
○ 運転免許を保有していないなど、
交通安全教育の場に出る機会が少
ない高齢者に対する教育の機会の

確保

等に配意した交通安全教育や広報
啓発等を推進していきます。

輻
相攘原南警察書ホームページアドレス肝卸s://ww"」Ю:ice,pr軒よanagawaJp/ps/78pS/78」 dx力Im
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102

「電
車
の
中
に
カ
バ
ン

を
忘
れ
た
。
会
社
の
大
切

な
書
類
が
入
っ
て
い
る
」

「会
社
の
大
切
な
書
類

を
間
違
つ
て
送
っ
て
し
ま

っ
た
」

な
ど
と
言
い
、
現
金
を
要

求
す
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
声
、
本
当
に
息
子

さ
ん
や
お
孫
さ
ん
で
す
か

現
金
を
要
求
す
る
電
話

が
あ
つ
た
際
に
は
、
必
ず

以
前
か
ら
把
握
し
て
い
る

ご
家
族
の
電
話
番
号
に
確

認
し
ま
し
よ
う
！

還
付
金
詐
‐‐欺
に
注
意

‥‐
１

特
殊
詐
欺
は
日
々
、
発

生
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
役
所
の
職
員
を

か
た
り「医
療
費
の
払
戻
し
が

あ
り
ま
す
」

「税
金
の
還
付
が
あ
り

ま
す
」

な
ど
と
言
い
、
駅
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設

置
の
無
人
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作

さ
せ
、
犯
人
の
日
座
に
預

貯
金
を
振
り
込
ま

付
金
詐
欺
が
発
　
・

生
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
一

利
用
時
に
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
利
用
す
る
高
齢

る
還

鶴
'゛

し

て
い
た
ら
、
還
付
金
詐
欺

を
疑
い
、
お
声
掛
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

ユ
カ
ー
ド
を

だ
ま
し
取
る

手
ロ警
察
官
や
金
融
機
関
職

員
を
名
乗
り

「あ
な
た
の
カ
ー
ド
が

不
正
使
用
さ
れ
て
ま
す
」

「セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高

い
カ
ー
ド
に
変
更
は
？
」

な
ど
、
身
に
覚
え
が
な
い

こ
と
を
話
し
、

「こ
れ
か
ら
ご
自
宅
に

伺
い
、
カ
ー
ド
を
交
換
し

ま
す
」

と
話
し
て
自
宅
を
訪
問
し

キ
ヤ
ツ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ

ま
し
取
る
手
口
で
す
。

ま
た
、
カ
ー
ド
を
封
筒

に
入
れ
さ
せ

「封
印
を
す
る
の
で
、

印
鑑
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
話
し
、
そ
の
場
を
離
れ

た
隙
を
見
て
、
封
筒
ご
と

別
の
封
筒
に
す
り
替
え
る

手
口
が
多
数
発
生
し
て
い

ま
す
。

力
■
ボ
■
書
わ
れ
た
ち
ヽ

そ
れ
は
サ
ギ
■
■

‥
―』
一

県
内
で
交
通
事

り
亡
く
な

○
　
反
射
材
着
用
の
必
要
性

を
実
感
じ

安
全
教
育

も
ち
う
交
通

‐関
‥係
機
欄

携
し
た
、等
・こ

ら
れ
た
６
５
歳
以

上
の
高
齢
者
は
、

交
通
事
故
死
者
全

体
の
約
５
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、

ら
れ
た

行
中
で
あ
り
、

し
て
い
る
時

の

か

ヽ
ノ
′
ヽ

ユ
レ
ー
ｉ

て

いま
た
、
本
県
で
は
、
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
道

ｉ
路
を

‥利

用
す
る
全
て
の
方
を

，対
象
に

県
内
各
地
で
交
通
安
全
教
室

を
行

っ
て
い
ま
す
。
交
通
安

分
か
り
や
す
く

楽
し
く
交
通

l

ル

き
る
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
。

ま

、

手
を
上
げ
・る
な

し
て
横
断
す
る
意
思
を
ド
ラ
ィ

バ
ー
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す

ま
た
、
歩
行
者

の
交
通
死
亡
事

は
、
約
半
数
が

‐夜
間
に

教
育
の

故
の
発
生

発
生
し
て
い
る
の
で
、
反
射
材
用

育
や
広

品
の
着
用
が
効
果
的
で
す
。
　
　
“

県
警
察
で
は
、
歩
行
者
が
交
通
一

事
故
の
被
害
者
と
な
ら
な
い
た
め
¨

の
対
策
と
し
て
、
２
月
１
４
日
　
中

（月
曜
日
）
か
ら
２
月
２
３
日
　
¨

（水
曜
日
）
ま
で
の
１
０
日
間
を
中、

「反
射
材
貼
付
啓
発
活
動
旬
間
」
』

と
し
て
、
主
に
高
齢
歩
行
者
に
対
】

し

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

Ｏ
‐
反
射
材
の
視
認
効
果
、
使
用
一

方
法
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
¨

る
た
め
の
活
動
　
　
　
　
　
　
“

○
　
靴
や
鞄
に
反
射
材
を
貼
付
し
“

て
も
ら
う
た
め
の
活
動

隆欲 褥鼈
鰈晰鰈蛛劣麒雉
鶴糀鼈勒餡蛉畿 《辣絣 |
I,日23日現在】
特殊許欺
:件

補害籍額
0万円

●

■

」ノ

相模鷹南警察署ホームページアドレス肝静s:/

合併号

繭^
齢
量
が
紋
害
者
に

い
た
館
の
輝
策

団
体
を
連

ヤ

ン

|ベ材

キ
ャ
ツ
シ

こ

ハ̈
一）

こ
と
を
守
り
、

全
講
話
や
実
技
を
、
受
講
者

の
年
齢
や
希
望
に
合
わ

１

月

,
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ポ靱不鼈饒彎

瞼隧懃鶉瘍瘍紗

フレイルをご存じですか ?年をとって体や心

のはたらき、社会的なつながりが弱<なつた

状態を指します。そのまま放置すると、要介護

状態になる可能性があります。大事なことは、

早めに気づいて、適切な取組を行うこと。そう

すれば、フレイルの進行を防ぎ、健康に戻るこ

とができます。

.議■ヽ
電.  ■
_ヽξ・
‐‐

・おいしいものが食べれなくなつた

・疲れやすく何をするのも面倒だ

・体重が以前よりも減つてきた

甕騨田願饉
襲饉圏罐ト

寺・国腱
鋼閣園噸ト

■

慇蝙跛黎鶉躙

ポ靱不鼈膊蝙

靱鰊躾靡儡

仄鱚予鵞濶鼈麒楊聰メイン蝸 幸ヽ

鐸 畿 螂 鶴 鑢 鐵 鰺

蝙褥躙鍼

繭
浴

繹 雛 鶴 鶴 鶴 畿 鶴 畿
鞣餓

爾

霧

崚震

繭
睦
饉

饉
爾

蛉

ウォーキング・ストレッチ
など

亀

襲

轟

醸

膠

爾

轟

饉

饉

饉

菫

饉

響

彩
饉
趣味・ボランテイア・就労
など

rI:T:I:TT*

JJ

核 鰺
食皇の政差

食事は活力の源です。バランス

の取れた食事を3食しつかりとり

ましょう。
抒ト
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髯

髯

髯

立

洸

立

靡熙絋摯ρ
靡熙隋晰塚彎

靡熙蘊扮蒻靱麒瘍

扮骰扮鰊晰蝙絋扮餃屹

■

フレイル予防は日々の習慣と結びついています。

年のせいとあきらめていた体や心の衰えは、予防できます。

やりたいことや好きなことを続けてい<ために、フレイル予防の3つのポイントである

「栄養、身体活動、社会参加」を毎日生活に取り入れ、今できることから始めてみましょう。

東林地区にも気軽に参加できる場所があります
地域にある食・社会参加の場

l・」
「lよ

軽食や滝れたてのコーヒーを楽しみながら、気軽におしゃ

べりできる高齢者や地域のみなさんの交流の場です。   _.
東林地区社会福祉協議会が主催し、ボランテイアのみなさ t.轟

F

んが運営しています。

コロナ感染対策を万全に運営をしてます。

(緊急事態宣言下は活動休止)

木曜喫茶は、毎週木曜日にくぬぎ台地域活動

施設で開催しています。地域活動に参加するこ

とは、フレイル予防になります !

醸畿鶴畿 東林地区社会福祉協議会まで ■L042-705-3315(平 日9:00～ 17:00)
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すべての 答が左」皿□

瞼踪鰊瞼蟷鶯

鼈蟷鰤彎鰊銹藪靱袂饒
の結果になるように、

定期的にチェックしま

しょう。

０
〇
一
〇
〇
０
●
一
〇
〇
〇
０
一
〇
〇

あなたの現在の健康状態はいかがですか

毎日の生活に満足していますか

1日 3食きちんと食べていますか

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか
固いものの例:さきいか、たくあんなど

お茶や汁物等でむせることがありますか

6か月間で2～ 3ヽ以上の体重減少がありましたか

以前に比べて歩<速度が遅<なつてきたと思いますか

この1年に転んだことがありますか

ウォーキング等の運動を週に1回以上していますか

周りの人から「いつも同じことを聞く」などの
物忘れがあると言われていますか

今日が何月何日かわからない時がありますか

あなたはたばこを吸いますか

週に1回以上は外出していますか

ふだんから家族や友人と付き合いがありますか

体調が悪いときに、身近に相談できる人がいますか

轟まり
よくな等ヽ

まくなもヽ

やや不満
不満

蓼藝え

∫寂ζL

!轟 しヽ

iま しヽ

1譲 辱ゝ

:套をた

tヽ もヽえ

|よ もヽ

:裏をL

義つてもヽ昼

い彗え

覇tヽた

しtゝえ

健康状態

心の健康状態

食習慣

回月空機箔旨

体重変化

運動・転倒

認知機能

社会参加

ソーシャル
サポート

何か心配事があつたら…?高 齢者に関する介護・健康・福祉の相談窓回
地域包括支援センターヘ (平日8:30～ 17:00)

東林第1地域包括支援センター     東林第2地域包括支援センター
■L042…740-7708            ■L042-705-8278

0タ

饉

出典 :厚生労働省「高齢者を踏まえた保険事業ガイドライン第2版」(令和元年10月 )



鍮黎塚鶉魃
骰颯儡瘍蟷鰺膵霰鞣σ≫慇餡靱鰊魃扮蟷鰈雉隋顆鰈鰊

相模原市食生活改善推進団体

わかな会は、相模原市が主催する「食生活改善推進員

養成講座」を修了した人で組織し、食生活を中心とした

健康づくりを、地域の身近な方々と一緒に進めている

ボランティア団体です。

現在は、約300人の会員が、健康づくりのための食の

普及や地域の食文化を継承するため、郷土料理の普及

などを行つています。

｀響
ヽ雪雷‐

√饉鶴

食生,器を中心とした健康づく |プ のたわの教室ゃ警及酪発を、地域の公民館などで

実施してしヽます 11『」え:ぎ「親子のクッキング数露」、「野菜をた<さ ん使つたヘルシー

料理」、「撼圭料遷 (うどんづく。プ・酒まんじゆうづくり)1など、様々な取午ジ纏みをして

しヽます。

贖巫

辣鱚瘍鱚躾 屏瘍不ヾ

機がな量鶯勒癸
≪通勿わかな量の議鰹す轟畿菫:こ参海懸したいとき:よどうしたらしヽしヽの ?

釉菫公民館等で教窒を実施するときは、主に各地域の「地域情報紙」(回覧板)でお知らせしています !

電話でお申し込みください。

R》 醸分も静かな握康こ入姜ずたしヽ:すぎ、どうし筵ら入難鶴鍛 ?

輻燿わかな会の会員として活動するためには、相模原市で実施する「食生活改善推進員養成講座」を

受講し、修了する必要があ
'チ

ます。

「食生活改善推進員養成講座」では地域での食生活改善活動に必要な、食生活の基礎知識、生活

習慣病予防やライフステージ別の食事、栄養成分表示や栄養価計算等について学びます。

食生活改善推進員養成講座の参加募集については、市の広報やホームベージに掲載します :

詳し<は市のHPに掲載しているよ★

鑽 輻 斬

,',II

相模原市 わかな会

出典:わかな会
,` ―ヽ・-5¨
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鑽翔魏涎骰八め
紗霰不巫膨鰊 曇

食べる機能の低下などにより、食事量が減つたり、食品の種類が減つたりすると、体に

必要なエネルギーやたんぱく質が不足する「低栄養状態」となります。その状態が続くと、

体重や筋肉が減少して、心身の活力が低下する」フレイ′躍 |こなる可能性が高くなります。

おいし<食べてフレイルを予防する食事のコツを取り入れてみましょう :

攀鵞餃瞼釉蠅洟‐瞼鷺瞼八鼈
「面倒くさい」「食欲がなひ」などの理由で、食事を抜しヽてしまうことはあリ
ませんか?1回食事を抜いてしまうと、1日 に必要なエネルギーや栄養素が
足りず、体重が減つてしまいます。
まずIま 1日 3食、食事をすることから始めてみましょう。

響餃袋 機笙礫 警躙躊蟷埒錢笏め翡八籟
効率よく体Iこ必要な栄養をとるに1ま、この3つの組み合わせで食べることが

ポイントです。

靡鑑  牛乳 ,1乳製品
カルシウムの
,ぱく質も豊富に

鰺鈴議      含まれる
ョ_,疇     【1日の目安】
一`―メ 牛乳・ヨーグルトを200g程度

カレーや焼きそばなど、―皿で「主食・主菜・副菜」がそろうメニューも取り入れてみましょう :

謝  ‐・‐

蝙
震饉

ビタミン類の補総源

【1日の目安】

約200g
l」んご1個など

野菜・ 海藻・ きのこ類

体の機能を整える

ビタミン ,ミネラルの補給源

【1食の目安量】

小鉢1～ 2個分

内・ 魚・ 卵 。大豆製品

筋釣、血液、骨などの体をつくる

もとになるたんぱく質の補給源

【1食の目安量 (どれか一つ)]

うす切り肉2-3紋
魚の切り身1切彙

具だくさんにすると副菜の

代わけに野菜の補総源になる

食塩が多く含まれるため、

181杯が目安

ごはん・ バン・ 麺類・ 芋類

体を動かすエネルギーになる

炭水化物の補給源

【1食の目安量 (どれか一つ)】

ご|まん1杯 (150g-200g)
食バン6枚切り(1-2枚 )

6-

1日 1回 どこかで食べよう

⊃′



蟷釉覺隷晏蝙隋颯鬱饒饒骰鶉籟
たんぱく質が少な毎ヽと、筋肉量の減少につながります。力D齢とともに筋肉を
合成する力が低下するので、より意識してたん1ぎ <質をとることが大切です。

1食に1轟「主菜」を食べて たんぱく質アップ :

肉や魚、卵、豆腐などのたんぼく資が多掛おかずは、電食:こ 瑳轟以上を
目安にしましょう。

奢
納豆

食事やおやつに「ちょい足し」して たんぱく質アップ !

主菜以外にもたんぱく質豊富な食品を「ちょしヽ足し」すると、たん:ぎく
質をアップできます。

ツナ缶
FF かにかま

―   ||■ ・

油揚 :ず

.   |. ―   |   ― .  ._|

.|.‐ ‐■
｀

・
  ■  _

たらこ ちくわ

牛乳・豆乳 ヨーグルト

冷奴 枝豆

-7-
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財爾饂

臓
医
躍
躍

P8  たんぱ《質を多くと札るh単レシピ を参考にしてくださいか

圏歴

圏 口



肉や魚、卵、豆腐などの
たんぱく質が多いおかずは、1食 +α を目安に :

懃売隷髯饒鶯辣鼈霙鼈籟嘔餞佛絣鰊
`■

■.|■■1 .=‐ヽ・
..‐ li l・

.■ _■■1‐1=‐  :  ■  ・ ... :i
材料 (2人分)

⑮{

【作り方】

①厚揚|ザ|ま長さを半分にして、さらに厚さを半分に切る。

②たまねぎ1ま縦半分に霧[メ薄く切る。ど一マ買ま半分に

朝tジ紺切り|こする。ベーコン|ま5mm幅 |こ切る。
①フライバンにオ1」 ―ブ油をひき、②を入れて大が

選るまで炒ぬ、⑮を加え、味をねえる。

【作り方】
:[l豆腐|ま水切りしておく。

2)にらは2-3 c rn長さに切る。

コツナ缶の
'由

だけフライバンに入れて広げ、

211をしんなりするまで炒める。

●0にツナと(■をほぐして加え、さらに炒める。

厚揚げ ・・……,大 1枚 (200g)

たまねぎ ・・…・小1/2個 (60g)
ピーマン ・・…・……1個 (30g)
ベーコン '…・・ 1/2枚 (3.5g)

とろけるチーズ………お好みで

ォ iブ ーブ油………小さじ1/2

こしょう ・………………… 少々
トマトケチヤップ……大さじ1

煮物にしがちな厚揚げを

ピザ風 にア レンジした
メニ ューです。 トマ ト
ケチャップとチーズの味付

ます♪
量
…
轟 静議 嵐_籐 婢暉 .轡鶴螂 奥彙 離嚢 螢線 麟繭 .藝

…
蒙鑢 轟 静暴 華 轟 .

|●

雇

:

亥
.～
"軍

厚揚|ずの切った面を上|こもて③を等分にのせ、上からチーズをのせ、オープントースター

でチーズが溶{するまで焼く。
く栄養成分 (1人分)>:エネルギ… 270kcal たんぱく質16.2g 藩旨質18,7g 炭水化物8.9g 食塩相当量0.3g

|., ●‐:| | ‐
.―.1‐

 ・  ‐̈ ~・     ~ 
…
'‐,|‐
._

・
.  
‐■  ⅢⅢ…  _デ  .… _. .|‐

材料 (2人分)

ツナ缶 (油漬)・……1缶 (703)

豆腐 (本綿)… 1/3丁 (100g)
にら ・…・・……… 1/2束 (60g)
夢罪 … 2個

=む七日 ひとつまみ

こしょう ・・……………・…・少々

ツナ缶の油を利用するので炒め

油は必要あ |り ません。

豆腐の代わ けに高野豆腐 を

使っても0

彎 溶きほぐした卵を加え、卵が固まり始めたら静かに混ぜ、塩、こしようで味を調える。

く栄養成分 (1人分)>:エ ネルギー 212kcat たんぱく質16.2g 脂質15.Og 炭水化物2.3g 食塩相当量1.lg
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けで美味しくしヽただけます。

フライバンでも簡単に作れ

■■:

量
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